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平
成
29
年
度
の
坂
城
町
当
初
予
算
が
、
３

月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
66
億
２
，
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
＋
９
・
８
％
、

５
億
９
，０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
線
放
送
電
話
や
下
水
道
事
業
な

ど
で
増
と
な
る
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
７
・

８
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
主
な
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、『
坂

城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る〝
ト
ー
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
つ
な
が
る 

あ
ん

し
ん 

坂
城
町
」
構
想
推
進
事
業
〞の
第
１
段
階

と
し
て
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
や
、
南

条
児
童
館
の
建
設
を
実
施
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
事

業
で
は
、
移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
た
各
種
施

策
の
展
開
に
よ
り
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
へ
の
対
応
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、
道
路
網
や
下
水
道
と
い
っ
た
生
活

基
盤
の
整
備
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
医
療
、
介
護
保
険

な
ど
、
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
、

「
人
が
と
も
に
輝
く
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計

有 線

住 宅 資 金

国 保

下 水 道

介 護 保 険

後期高齢者

内

訳

29年度 28年度 比較
A－B＝C

増減率％
C／ B予算額 B構成比％ 構成比％

6,620,000

4,651,789

212,100

1,462

1,900,947

927,346

1,420,324

189,610

11,271,789

58.7

41.3

1.9

0.0

16.9

8.2

12.6

1.7

100.0

6,030,000

4,315,055

34,220

2,761

1,856,546

820,447

1,416,241

184,840

10,345,055

58.3

41.7

0.3

0.0

18.0

7.9

13.7

1.8

100.0

590,000

336,734

177,880

△ 1,299

44,401

106,899

4,083

4,770

926,734

9.8

7.8

519.8

△ 47.0

2.4

13.0

0.3

2.6

9.0合 計

（単位：千円）

予算額 A

予 算 額 集 計 表

平
成
29
年
度
予
算

前年度対比 9.8％増
（５億９，０００万円増）

（ 一 般 会 計 ）予 算 額
６６億２,０００万円

前年度対比 9.8％増
（５億９，０００万円増）

平平
成成
2929
年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

年
度
予
算

〝
つ
な
が
る 

あ
ん
し
ん 

坂
城
町
〞へ『
同
報
系
防
災
行
政
無
線
』を
整
備
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52,401

3,000

21,090

249,977

29年度の主な事業（単位：千円）
総 務費　1,332,436（歳出に占める割合：20.1％）
地域づくり活動支援事業補助

スマートコミュニティ構想事業（太陽光発電システム等設置補助含む）

トータルメディアコミュニケーション施設整備事業

ふるさと納税事業

民 生費　1,871,351（28.3%）
国民健康保険特別会計繰出金事業

介護保険特別会計繰出金事業

後期高齢者医療保険事業

介護・訓練等給付事業費（障がい者福祉）

高齢者見守り水道メーターシステム（試行）

児童手当事業

子ども医療給付事業

南条児童館建設事業

衛 生費　444,469（6.7%）
乳幼児健診・予防接種事業

不妊・不育症治療費助成事業　

健康増進事業（各種健診、食育・健康づくり）

塵芥処理経費（ごみ収集、葛尾組合負担金ほか）

農 林水産業費　210,940（3.2%）
農業振興費（荒廃農地再生利用補助、地域営農ほか）

さかきワイナリー形成事業

農地費（土地改良事業、県営かんがい排水事業ほか）

松くい虫防除対策事業

労 働費　29,748（0.4%）
移住定住・就職支援事業

商 工費　494,184（7.5%）
商工振興費・中小企業対策費

コトづくり支援（テックショップ）事業

クラウドファンディング活用支援補助

テクノセンター支援事業

さかきものづくり展補助

鉄の展示館特別展「大相撲と日本刀展」事業

土 木費　716,259（10.8%）
町道A01号線道路改良事業

橋梁修繕事業

花と緑のまちづくり・公園管理事業

下水道事業特別会計繰出金

消 防費　226,015（3.4%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金等）

非常備消防・消防施設費（消防団、婦人消防隊活動ほか）

教 育費　498,961（7.5%）
教育心理カウンセラー、英語教育コーディネーター等配置

小学校費・中学校費（小中学校英語指導講師配置ほか）

公民館事業（分館施設整備ほか）

図書館費（図書購入費・ネットワークシステム事業ほか）

生涯学習推進事業・保健体育事業

3,100

5,220

572,022

30,667

2,948

36,554

2,800

63,756

30,527

83,000

197,000

246,178

270,100

2,151

233,363

30,000

91,722

7,556

120,888

15,264

24,988

14,727

59,729

87,100

42,681

300,000

185,105

40,545

平成29年度に事業費を繰り越して、役場庁舎太陽光発電設備導入事業、しごと創生イノベーション
センター施設整備事業、町道A01号線道路改良事業、橋梁修繕事業などを行います。

この当初予算の詳
し い 資 料 は、町
ホームページから
ダウンロードでき
ま す の で、ご 覧 く
ださい。

http://www.town.
sakaki.nagano.jp/

（単位：千円） 

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費
合 計

29年度

91,675
1,332,436
1,871,351

444,469
29,748

210,940
494,184
716,259
226,015
498,961
693,962

10,000
6,620,000

1.4
20.1
28.3

6.7
0.4
3.2
7.5

10.8
3.4
7.5

10.5
0.2

100.0

△ 104
606,812

60,933
74,497

1,525
△ 4,554

13,057
△ 106,340

△ 5,554
△ 39,222
△ 11,050

0
590,000

△ 0.1
83.6

3.4
20.1

5.4
△ 2.1

2.7
△ 12.9

△ 2.4
△ 7.3
△ 1.6

0.0
9.8

予算額 A

目的別歳出予算内訳表（一般会計）

構成比％
比較
A－B＝C

増減率％
C／ B区 分

28年度

91,779
725,624

1,810,418
369,972

28,223
215,494
481,127
822,599
231,569
538,183
705,012

10,000
6,030,000

1.5
12.0
30.1

6.1
0.5
3.6
8.0

13.6
3.8
8.9

11.7
0.2

100.0

予算額 B 構成比％

381,914

1,800

1,000

25,000

2,000

11,274

平成28年度から29年度へ繰り越して行う事業
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町
税
は
、
個
人
町
民
税
が
堅
調
な
推
移
か
ら

３
％
の
増
、
法
人
町
民
税
は
企
業
動
向
な
ど
か

ら
14
％
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産

税
は
、
家
屋
や
償
却
資
産
の
持
ち
直
し
で
１
・

１
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
町
税
全
体

で
は
前
年
度
対
比
１
・
４
％
の
減
額
と
な
る
25

億
２
，
７
９
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額
を
見

込
む
他
、ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
う
有
線
放
送
電

話
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
な
ど
で
繰
入
金
が

57
・
５
％
、
町
債
が
１
２
５
・
２
％
の
増
加
、

寄
付
金
は
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る

ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
増
収
に
よ
る
大
幅
な
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
税
を
は
じ
め
と
し
た
自
主
財
源
は
、
全
体

の
59
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

2,527,939

86,442

82,224

10,710

60,001

686,971

10,000

489,957

3,954,244

55,000

2,000

6,000

5,000

270,000

8,000

5,000

770,000

1,600

496,990

318,966

727,200

2,665,756

6,620,000

2,564,198

95,605

70,658

10,804

6,001

436,185

10,000

499,351

3,692,802

54,500

1,600

11,000

5,000

280,000

5,000

5,000

770,000

1,600

565,827

314,771

322,900

2,337,198

6,030,000

42.4

1.6

1.2

0.2

0.1

7.2

0.2

8.3

61.2

0.9

0.0

0.2

0.1

4.6

0.1

0.1

12.8

0.0

9.4

5.2

5.4

38.8

100.0

△ 36,259

△ 9,163

11,566

△ 94

54,000

250,786

0

△ 9,394

261,442

500

400

△ 5,000

0

△ 10,000

3,000

0

0

0

△ 68,837

4,195

404,300

328,558

590,000

△ 1.4

△ 9.6

16.4

△ 0.9

899.9

57.5

0.0

△ 1.9

7.1

0.9

25.0

△ 45.5

0.0

△ 3.6

60.0

0.0

0.0

0.0

△ 12.2

1.3

125.2

14.1

9.8

自

主

財

源

依

存

財

源

合 計

区 分
29年度

予算額A 予算額B 構成比％
28年度

38.2

1.3

1.2

0.2

0.9

10.4

0.2

7.4

59.8

0.8

0.0

0.1

0.1

4.1

0.1

0.1

11.6

0.0

7.5

4.8

11.0

40.2

100.0

町 税
分担金・負担金
使用料・手数料
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
小 計
地 方 譲 与 税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
町 債
小   計

（単位：千円）【歳入】自主財源と依存財源内訳表（一般会計）
比較

A－B＝C

増減率％

C／B構成比％

歳
入
一
般
会
計

分担金・負担金
8,644万円
（1.3％）

地方消費税交付金
2億7,000万円
（4.1％）

地方譲与税
5,500万円
（0.8％）

自動車取得税交付金ほか
2,760万円
（0.4％）

依存財源
（※２）
40.2％

地方交付税
7億7,000万円
（11.6％）

町債
7億2,720万円
（11.0％）

国庫支出金
4億9,699万円
（7.5％） 町税

25億2,794万円
（38.2％）

繰入金
6億8,697万円
（10.4％）

自主財源
（※１）
59.8％

使用料・手数料ほか
1億6,293万円
（2.5％）

※１自主財源
　　町 税 や 負 担 金

など、自前で賄
えるお金。

※２依存財源
　　国や県など、収

入 を 他 に 依 存
するお金。

県支出金
3億1,897万円
（4.8％）

地方交付税
7億7,000万円
（11.6％）

町債
7億2,720万円
（11.0％）

国庫支出金
4億9,699万円
（7.5％）

依存財源
（※２）
40.2％

諸収入
4億8,996万円
（7.4％）

諸収入
4億8,996万円
（7.4％）

※グラフは１万円未満を
四捨五入しています。

県支出金
3億1,897万円
（4.8％）
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投
資
的
経
費
は
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
基
幹

町
道
Ａ
01
号
線
の
整
備
や
橋
梁
の
修
繕
な
ど
に
加
え
、

〝
つ
な
が
る 

あ
ん
し
ん 

坂
城
町
〞の
構
築
を
目
指
す

「
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備

事
業
」
と
し
て
の
同
報
系
防
災
行
政
無
線
設
備
の
整

備
や
南
条
児
童
館
建
設
事
業
へ
の
取
組
み
に
よ
り
、
前

年
度
の
２
倍
を
超
え
る
予
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義

務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
と
公
債
費
は
減
少
し
ま
し

た
が
、
扶
助
費
は
福
祉
関
係
の
給
付
増
な
ど
に
よ
り

０
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
の
う
ち
、
重
点
事

業
で
あ
る〝
坂
城
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

構
想
事
業
〞で
は
ス
マ
ー
ト
工
業

団
地
化
へ
の
取
組
み
の
推
進
、〝
ワ

イ
ナ
リ
ー
形
成
推
進
事
業
〞で
は

６
次
産
業
化
へ
の
展
開
を
目
指
し

一
層
の
ワ
イ
ン
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
で
は
、
新
た
に

移
住
定
住
促
進
補
助
金
を
新
設

し
、
移
住
・
定
住
の
拡
大
に
向
け

た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

も
の
づ
く
り
展
を
３
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
と
と
も
に
、
工
業
団
地
造

成
に
向
け
た
基
本
計
画
や
町
単
独

事
業
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
創
業
な
ど

へ
の
支
援
、
荒
廃
農
地
再
生
の
た

め
の
補
助
制
度
等
を
創
設
し
、
産

業
の
振
興
と
雇
用
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
鉄
の
展
示
館
で
は
特
別
展
「
大

相
撲
と
日
本
刀
展
」
を
開
催
し
、

町
の
Ｐ
Ｒ
と
新
た
な
誘
客
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
子
育
て
・
教
育
施
策
で
は
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
拡

充
に
加
え
、
新
た
に
不
育
症
治
療
へ
の
助
成
も
実
施
す

る
ほ
か
、小
中
学
校
で
の
英
語
教
育
の
充
実
に
向
け「
英

語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
新
規
に
配
置
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
新
た
な
高
齢
者
見

守
り
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
な
ど
、
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

普通建設事業費
災害復旧事業費
小 計
人 件 費
扶 助 費
公 債 費
小 計
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
投資・出資金
貸 付 金
繰 出 金
予 備 費
小 計

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

そ

の

他

経

費

合 計

区 分
29年度

予算額A 構成比％
939,272

0
939,272

1,182,288
687,066
693,862

2,563,216
1,003,938

16,097
1,034,905

70,497
0

357,700
624,375

10,000
3,117,512
6,620,000

14.2
0.0

14.2
17.8
10.4
10.5
38.7
15.2

0.2
15.6

1.1
0.0
5.4
9.4
0.2

47.1
100.0

486,252
0

486,252
△ 7,182

5,095
△ 11,050
△ 13,137
△ 20,045

3,240
74,218
54,070

0
△ 2,300

7,702
0

116,885
590,000

比較
A－B＝C

107.3
0.0

107.3
△ 0.6

0.7
△ 1.6
△ 0.5
△ 2.0

25.2
7.7

329.2
0.0

△ 0.6
1.2
0.0
3.9
9.8

増減率％
C／B

28年度
予算額B 構成比％

453,020
0

453,020
1,189,470

681,971
704,912

2,576,353
1,023,983

12,857
960,687

16,427
0

360,000
616,673

10,000
3,000,627
6,030,000

7.5
0.0
7.5

19.7
11.3
11.7
42.7
17.0

0.2
15.9

0.3
0.0
6.0

10.2
0.2

49.8
100.0

【歳出】性質別内訳表（一般会計） （単位：千円）

歳
出
一
般
会
計

町長、議会議員
などの特別職及
び町職員などの
報酬、給与など

普通建設事業費
9億3,927万円
（14.2％）

投資的経費
14.2％

義務的経費
38.7％

その他経費
47.1％

補助費等
10億3,491万円
（15.6％）

物件費
10億394万円
（15.2％）

繰出金
6億2,437万円
（9.4％）

普通建設事業費
9億3,927万円
（14.2％）

道路、橋梁、公共施設
の整備に要する経費

人件費
11億8,229万円
（17.8％）

公債費
6億9,386万円
（10.5％）扶助費

6億8,707万円
（10.4％）

借金の元金や利子の
返済に充てられるお金

社会保障として医療費や障がい者
支援などに充てられるお金

消耗品、備品、使
用料、委託料など
の消費的な経費

特別会計の運営等
に一般会計から支
出する経費

各種補助事業、
団体補助、負担
金などの経費

積立金ほか
9,659万円
（1.5％）

主には中小企業振興のための
中小企業振興資金預託金

補助費等
10億3,491万円
（15.6％）

物件費
10億394万円
（15.2％）

繰出金
6億2,437万円
（9.4％）

貸付金
3億5,770万円
（5.4％）
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　坂城町への移住・定住を促進し、定住人口の増加と地域
の活性化を図るため、自らが移住・定住する目的で、町内
でマイホームを新築し、又は新築住宅を購入される方を応
援します。

補助対象住宅 ・新築住宅
・築後１年以内の建売住宅（中古住宅を除く）
※新築は工事着工前、建売住宅は引渡し前の物件に限る

補 助 金 額 対象住宅１件につき、10万円（新築住宅１件につき１回まで）
※補助金は、工事完了後又は登記完了後に実績報告を提出していただき、審査した

のち交付します。

補助対象者 ・町内に住所を有する方、又は取得した新築住宅に住民登録することができる方
・取得する新築住宅の名義人となる方
※いずれの場合も、町税又は前住所地の市町村税の滞納がない方

申 請 方 法 必ず、新築住宅は着工前、建売住宅は建物の引渡し（登記）前に申請が必要です。
以下の書類をご用意の上、申請してください。
(1) 坂城町移住定住促進補助金申請書
(2) 納税証明書（町税を坂城町に納税している方は不要です）
(3) 対象住宅の工事請負契約書又は売買契約書等の住宅取得費用がわかる書類の写し
(4) 対象住宅の位置図及び平面図　等

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線224）
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平成29年度から新たに始める（拡大する）町の補助事業等

 平成26年度から実施している不妊治療費助成事業を29年度から
拡大します。また、新たに不育症治療費助成事業を行います。

拡大する内容 ・助成金の限度額　28年度まで 10万円／年

◎申請・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線511）

［ 不妊治療費助成事業 ］
29年度から 50万円／年

・対象範囲　これまで対象外であった体外受精、顕微授精についても助成の対象と
します。（県からの助成金を除いた額が対象）

助 成 金 額

両事業とも、申請方法、助成の内容など詳しくはお問い合わせください。

［ 不育症治療費助成事業 ］ 限度額 10万円／年

　町では、在宅障がい者の皆さんの福祉の増進を図るため、日常生活に必要な用具を給付
しています。平成29年４月から対象用具を拡大しましたので、ご希望の方は福祉健康課に
ご相談ください。なお、給付にあたっては事前の申請が必要となり、障がいの状況によっ
ては、対象にならない場合がありますのでご留意ください。

拡大した用具
（主 な も の）

盲人用血圧計、音声色彩判別装置、喉摘者用人工鼻、気管内自動吸引器、人工内耳
音声信号処理装置など

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線136）

　平成29年９月の運用開始を目指し、長野県企業局、民間事業所と共同で一人暮らしやご
夫婦のみの高齢者世帯を対象に、新しい見守りシステムの実証実験に取り組みます。
　このシステムは、高齢者宅に設置した見守り用の水道メーターが水道の使用状況を常時
把握し、長時間の不使用や水の異常使用に対し電話回線を使ってセンターへ通報するとい

う仕組みです。毎朝の使い始めの「元気メール」と、連続使用、連続
不使用を「異変時メール」として、あらかじめ登録いただいた配信先
にお知らせすることができます。
　今年度町内で100件の利用者を募り、離れたご家族や町役場、地域
の方々と連携した見守り体制を構築してまいります。

◎問い合わせ先　地域包括支援センター　☎82－3111（内線137）
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平成29年度から新たに始める（拡大する）町の補助事業等

◎申請・問い合わせ先　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線152）　FAX82－3138

　町内の荒廃農地解消を図るため、「荒廃農地等再生利用補助事業」が開始されます。これは、農業委
員会が毎年調査している利用状況調査で再生が可能な荒廃農地（Ａ分類）と再生が困難な荒廃農地（Ｂ分
類）、周辺の農地と比べて低利用となっている農地を対象として、農地を再生するために掛かる経費を助
成するものです。身の周りで少し荒れている農地を使って野菜を栽培したい方や、荒廃農地を活用して
規模拡大をしたい方など幅広くご活用いただけます。
　また、坂城町農業支援センターでは、営農や農地再生を行うために必要な乗用草刈
機やトラクターなどを貸出（使用時間に応じて、時間当たり乗用トラクター1,000円、
乗用草刈機500円、燃料は別途自己負担）していますので、併せてご利用ください。

対 象 農 地 利用状況調査によりＡ・Ｂ分類と判断された荒廃農地及び低利用農地
（５アール以上の農地再生で、農地再生後、５年以上耕作すること）

対 象 者 農業者、農業団体、法人

補 助 率 再生作業：農地再生に掛かる経費（除草、伐採、抜根、客土、整地、耕うん）の２分の１
（上限10万円／10a）

土壌改良：上記再生作業により再生された農地への施肥、緑肥作物栽培等に掛かる経費
の２分の１（上限５万円／10a）

◎申請・問い合わせ先　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線152）　FAX82－3138

　町では、野菜や花きなどの生産振興と地場野菜等の出荷促進を図るため、「農業用ビニールハウス資
材購入補助事業」を開始します。この制度は、新規に設置される出荷を目的とした農業用ビニールハウ
スの資材費に対して助成をするものです。

対 象 経 費 ５万円以上の新設・増設する農業用ビニールハウス資材費
（修繕のための資材や暖房設備・かん水施設など附帯設備のほか建設費は対象外、３年以
上作付けをすること）

対 象 者 町内に住所を置く農業者、農業団体、法人

補 助 率 農業用ビニールハウス資材費の３分の１（上限20万円）

◎申請・問い合わせ先　産業振興課商工観光係　☎82－3111（内線153）

　町内で新商品や企業化、需要の開拓など、新たな事業の創出を促進し、地域経済の活性化を図るため、
予算の範囲内で、クラウドファンディングを活用して事業を行う創業者及び中小企業者を支援します。

対 象 経 費 クラウドファンディングに係る匿名組合契約（※）の締結に要する費用のうち、金融商品取
引業者に対して支払う組成手数料に相当する経費

対 象 者 クラウドファンディングを活用して事業を実施する者（事業所）で、町内に住所（事業所）を
有し、坂城町商工会の推薦を受けていること

補 助 率 対象経費の10分の10以内（上限100万円）

※出資者（匿名組合員）が、特定の営業者の営業のために出資し、生じた利益の分配を受ける契約形態。
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到
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間
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更
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す
。

　
南
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り
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憩
い
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・
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陣
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乗
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、
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図
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テ
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前
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前
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。
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９
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３
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取
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。▲完成イメージ図

◀工事中の様子
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　坂城町では、ふるさと納税をされた方に対し、特産品などのお礼の品を送っています。
　地域の魅力発信にご協力いただける事業者様の応募をお待ちしています。

・各種法令などに基づいた生産、製造及び販売を行っていること。
・本社（本店）、支社（支店）、事業所などが町内にある法人、団体又は事業者であること。
・町税などの滞納がないこと。
・代表者などが、法令に規定される暴力団の構成員などでないこと。

事
業
者

お
礼
の
品

・坂城町の魅力を発信し、地域産業の振興につながる要素をもつ商品などであること。
・町内で生産、製造及び加工されているものなどであること。
・品質及び数量の安定した供給ができること。（期間・数量を限定して供給できるもの可）
・飲食物の場合は、商品到着後５日以上の賞味期限が設けられていること。
・体験型サービスなどイベントを提供する場合は、1 年間以上有効期限を有すること。

以下の応募要件を全て満たすことが必要です。

・お礼の品の代金、配送費用は町が負担しますので、事業者様の収益につながります。
・ふるさと納税専門サイトに商品などを掲載しますので、事業者様のＰＲができます。
・寄附者への商品発送時に、自社のパンフレットを同封できます。

◎申込・問い合わせ先 　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）

町内の中小企業者またはその企業グループによる新たな「コトづくり」への取組みを応援します！

募 集 期 間

◎申込・問い合わせ先　産業振興課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　Eﾒｰﾙ  shoukou@town.sakaki.nagano.jp

補 助
対象者

補 助 対 象 事 業

補 助 率
補 助 期 間
提 出 書 類

・町内に主たる事務局を有し、町内中小企業者が半数以上を占めるグループまたは団体
・町内中小企業者を代表企業とし、中小企業者、大企業、大学、研究機関などの複数の

企業が集まって構成するグループ

中小企業 中小企業法で規定する中小企業者で、町内に主たる事業所を有する事業者

企 業
グループ

・町内ニーズに対応した新製品開発などに取り組む事業
・町内資源を活用した新製品開発などに取り組む事業

補助対象経費の２分の１以内（上限100万円）
平成29年度内
町ホームページからダウンロードしていただくか、産業振興課へご請求ください。

　町では、これまでの「ものづくり」に、「創られたモノによって人や地域にどのような豊かさや価値が与え
られるか」という視点を加えた新たな「コトづくり」への転換を推進し、町内に集積する様々な技術や知識を
活かした新たな価値創造による新製品開発などを支援します。
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　町では、国の産地パワーアップ事業（※）
を活用したぶどうの無核新品種：シャインマ
スカット、ナガノパープルの長期販売用冷蔵
庫（リース事業）の導入をお考えの農業者の
方々の事業要望を取りまとめています。

◎申込・問い合わせ先
　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線 152）

補 助 率 冷蔵庫本体価格の２分の１
（事業費50万円以上が対象）

申込期限 ４月14日（金）まで

対 象 者 地域協議会で作成する「産地パワー
アップ計画」に位置付けられる農業
者等（事業実施要件を満たしている
こと、かつ、成果目標の達成が見込
まれる農業者、農業団体など）

販売額の10％以上の増加
※事業は町として取り組み、設定し
た成果目標を事業実施の翌々年度
に達成する必要があります。

成果目標

※地域の強みを活かして農業の競争力の強化を実施し、
産地としての高収益化に向けた取組みを総合的に支
援する国の事業。

支援内容 生産支援事業（リース方式による冷
蔵庫の導入）

　町では、商業の活力と賑わいを創出し、町内の経済の活性化を図るため、商業店舗のためのリフォー
ム工事の費用の一部を補助します。

◎申込・問い合わせ先　産業振興課商工観光係　☎82－3111（内線 153） 

・町内で新たに商業店舗を出店する法人もしくは個人事業主
・既に町内にて商業を営む法人若しくは個人事業主

対 象 者

対象経費 ・空家・空店舗・空倉庫などを商業店舗に供するためのリフォーム
工事に要する経費、並びに付帯施設の設置に要する経費
・既に町内にて創業している商業店舗のリフォーム工事に要する経
費、並びに付帯施設の設置に要する経費

補 助 率 補助対象経費の３分の２以内（上限50万円）

事業完了 平成30年３月31日まで

施工業者 町内に本社を有する法人または町内に住所を有する個人事業主

その他要件、提出書類については、商工観光係へお問い合わせいただくか、町ホームページをご覧ください。

　町では、地場産業の振興と６次産業化を
図るため、農産物等地域ブランド商品（以下、

「ブランド商品」）」として、町を広く内外に
ＰＲできる地域資源を活用した商品の開発
またはその販売に取り組む団体などを支援し
ます。

◎申込・問い合わせ先
　産業振興課産業振興係　☎82－3111（内線 152）

ブランド商品の開発またはその販売
に取り組む団体または事業者

対 象 者

対象事業 (1)ブランド商品を開発し、商品化す
るための生産設備を整備拡充する
ための事業

(2)ブランド商品の開発、商品化、ま
たは既存商品を改良し、新しく商
品化するための事業

(3)ブランド商品の販売を促進するた
めの事業

事業完了 平成30年３月31日まで

募集期間 ４月３日（月）～４月28日（金）

補助対象経費の２分の１以内
　　(1)(2)は上限20万円
　　(3)は上限５万円

補 助 率
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町
で
は
、
大
切
な
松
林
の
緑
と
環

境
を
守
る
た
め
、
防
災
面
か
ら
の
防

除
対
策
を
強
化
し
、
住
民
の
健
康
へ

の
配
慮
を
基
本
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
対
策
を
複
合
的
、
か
つ
総
合
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　◆
伐
倒
駆
除
及
び
く
ん
蒸
処
理

　◆
特
別
防
除（
空
中
散
布
）

　◆
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
散
布

　◆
空
中
散
布
に
係
る
気
中
濃

度
・
河
川
水
質
な
ど
の
農

薬
安
全
確
認
調
査

　◆
樹
幹
注
入

　◆
枯
損
木
処
理
及
び
被
害
木
の

除
去

　◆
県
関
係
機
関
と
連
携
し
た
治

山
事
業
の
推
進

　◆
樹
種
転
換
及
び
ア
カ
マ
ツ
植

樹
の
取
組
み

　
特
に
、
風
致
地
区
で
あ
り
、
か
つ

急
峻
で
伐
倒
駆
除
な
ど
の
人
の
手
で

駆
除
あ
る
い
は
予
防
が
困
難
な
場
所

（
自
在
山
及
び
葛
尾
山
風
致
地
区
）

に
お
い
て
は
、
今
年
度
も
空
中
散
布

の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
葛
尾
山
風
致
地
区
（
苅
屋

原
）で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
散
布
も
行
う
予
定
で
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
に
係
る
実
施

方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
13
日（
木
）

　
　
　
午
後
７
時

会
場
　
役
場  

講
堂（
３
階
）

　
健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る
方

は
、「
空
中
散
布
に
関
す
る
申
出
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
出
書

は
産
業
振
興
課
窓
口
へ
お
申
し
付
け

い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

提
出
期
限
　
５
月
31
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

３
１
３
８

　
Ｅ
メ
ー
ルnorin@

tow
n.sakaki.

　
　
　
　
　nagano.jp

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る

方
は
申
出
書
の
提
出
を

　
森
林
と
緑
に
ふ
れ
、
林
業
体
験
を

す
る
坂
城
町
植
樹
祭
を
開
催
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
26
日（
水
） 

会
場
　
村
上
地
区
　
小
網
山

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

　
　
　
小
網
山
植
樹
会
場
前
広
場

植
樹
作
業
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
ヒ
ノ
キ
の
植
樹
、
枝
打
ち

参
加
費
　
無
料

　（
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
豚
汁･

お

に
ぎ
り
・
お
茶
を
配
布
し
ま
す
）

交
通
手
段
　
会
場
周
辺
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
植
樹
祭
用
循

環
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
駐
車
場
】

　
坂
城
町
役
場（
会
場
ま
で
送
迎
バ

ス
運
行
）

【
町
内
循
環
バ
ス
】

　
坂
城
駅
、
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
経
由

募
集
人
数
　
１
０
０
名

　（
植
樹
・
育
樹
作
業
を
し
て
み
た

い
方
。
な
お
、
現
地
は
急
斜
面
が

多
い
の
で
、
お
子
様
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

申
込
期
限
　
４
月
17
日（
月
）

※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

鉄
の
展
示
館

　春
季
収
蔵
品
展

開
催
期
間
　
４
月
８
日（
土
）〜
５
月
21
日（
日
）

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

入
館
料

　４
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　
　
　
　
　
20
名
以
上
の
団
体
は
３
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
鉄
の
展
示
館
　
☎
８
２―

１
１
２
８

中
村
直
人「
利
休
像
」部
分
・

宮
入
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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分団名
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
第５分団
第６分団

分団長
若林裕也
小山貴司
中村一貴
若麻績弘道
中沢裕樹
西沢英基

担当地区
鼠・新地
金井
入横尾・泉・町横尾
中之条
四ツ屋・御所沢・田町・戌久保
南日名・北日名・和平

分団名
第７分団
第８分団
第９分団
第 10 分団
第 11 分団
ラッパ分団

分団長
大塚　惇
神田友和
小宮山翼
大橋敬之
近藤秀俊
小林大晃

担当地区
横町・立町・込山・旭ヶ丘
日名沢・大宮・新町・坂端・苅屋原
網掛・小網・月見
上五明
上平
本部付

平成29年度坂城町消防団分団長 〈敬称略〉

　
３
月
23
日（
木
）、
役
場
講
堂
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
の
消
防
団
任
命

式
が
行
わ
れ
、
新
し
い
分
団
長
、
副

分
団
長
、
班
長
の
皆
さ
ん
と
、
新
入

団
員
の
皆
さ
ん
が
、
川
島
団
長
か
ら

任
命
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
分
団
と
も
新
体
制
の
も
と
、
住

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

坂城町消防団の新分団長を紹介します
大切な人、大切なまちを守る。

　
平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
は
、
平
成
29
年
１
月

１
日
時
点
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者

の
方
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す（
年
の
途
中
で
所
有

権
の
移
転
が
あ
っ
て
も
月
割
、
日
割
に
は
な
り
ま
せ

ん
）。
納
税
通
知
書
は
、
４
月
中
旬
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。
課
税
明
細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
総
務
課
税
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第１期　５月１日（月）
第２期　７月31日（月）
第３期　10月２日（月）
第４期　11月30日（木）

　
４
月
３
日（
月
）か
ら
、
所
有
者
ご

と
そ
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
が
記
載
さ
れ
て
い
る
平
成
29

年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を
、
所

有
者
ご
本
人
、
借
地･

借
家
人
の
方

な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
を
ご

希
望
の
方
は
、
総
務
課
税
務
係
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
、
印
鑑

・
借
地
・
借
家
人
の
方
が
申
請
す
る
場

合
は
、
対
象
と
な
る
土
地
ま
た
は
家

屋
が
明
記
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
書

・
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状

閲
覧
手
数
料
　
１
件
　
３
０
０
円

無
料
閲
覧
期
間

　
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
１
日（
月
）

※

右
記
期
間
は
、
手
数
料
が
か
か
ら
ず

閲
覧
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
写
し

が
必
要
な
場
合
は
、
コ
ピ
ー
代
（
１

枚
10
円
）
が
か
か
り
ま
す
。）

　
坂
城
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

の
方
は
、
町
内
全
て
の
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
を
ご
希
望

の
方
は
、
総
務
課
税
務
係
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
通
知
書
、
本
人
確
認
書
類
、

印
鑑

・
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状

手
数
料
　
無
料

※

写
し
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

縦
覧
期
間

　
４
月
３
日（
月
）〜
５
月
１
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
　（
内
線
１
４
３
・
１
４
４
）
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　全国的に公共施設等の老朽化対策が課題となっており、当町でも近い将来一斉に改修や更新の時期を迎
え、今後の維持管理などに多額の費用が必要になると見込まれています。町では、人口減少などにより公
共施設等の利用需要や住民ニーズの変化が予想されることを踏まえ、更新・統廃合・長寿命化等を計画的
に行うことにより、財政負担を軽減・平準化するとともに、総合的な管理を推進する基本方針として「坂
城町公共施設等総合管理計画」を策定しました。
　計画期間は、町の最上位計画の第６次長期総合計画に合わせ、平成29年度から平成42年度までの14年
間とします。将来的に人口が減少するなかで、現在ある施設を今後も同規模で保持した場合に、一人当た
りが保有する公共建築物の延床面積が平成42年度には0.56㎡（10％）増加するため、人口減少に見合った分
の施設総量を減らすことを目標にしました。
　今後、持続可能な公共施設マネジメントを進めていくため、長期的な視点をもって、施設全体の最適化
に向けた取組みを進めてまいります。

日常点検と定期・臨時点検、点検結果の集積・蓄積・活用

利用者の安全確保のための改修、利用・効用等の低い施設の除却

計画的な耐震化、災害時の拠点施設としての防災・耐震性能の強化

予防保全型による施設の長寿命化、個別に長寿命化計画の策定

全体最適化に向けた統合や廃止の検討、広域的な視野での検討

横断的な推進体制の構築、職員研修、町民との情報共有

公共施設の管理に関する基本的な考え方

（1） 点検・診断等

（2）維持管理・修繕・更新等

（3） 安全確保

（4） 耐震化

（5） 長寿命化

（6） 統合や廃止の推進

（7） 体制の構築

有効活用がされていない施設を見直して、施設保有量を今後14年間で10％削減を目指します。目標

予防保全型による施設の維持管理・修繕、施設の統合や複合化、長寿命化
及び民間施設の活用等を含め、計画的、効率的な整備・運営手法の検討

本計画は、町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

◎問い合わせ先　企画政策課  契約・管財係　☎82－3111（内線 223）
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項目 主な取組み方針

◎問い合わせ先　坂城消防署　☎82－0119

※詳しくは、千曲坂城消防本部ホームページ
【http://www.fdcs.or.jp】をご覧ください。

  ４月22日（土）
  ６月23日（金）
  ８月  ５日（土）
  ９月  ９日（土）
10月10日（火）
11月10日（金）
12月  ９日（土）
  ２月14日（水）
  ３月10日（土）

時間

成人の心肺蘇生法及びAEDの使用方法を学ぶ
普通救命講習ⅠまたはⅡ

場所

【講習Ⅰ】
午前８時30分
～11時30分

【講習Ⅱ】
午前８時30分
～午後０時30分

期日
更埴消防署
坂城消防署
更埴消防署
坂城消防署
戸倉上山田消防署
坂城消防署
更埴消防署
戸倉上山田消防署
更埴消防署

  ５月26日（金）
時間

小児・乳児・新生児の心肺蘇生法及びAEDの使用方法を学ぶ
普通救命講習Ⅲ

場所期日
戸倉上山田消防署午前９時～正午

７月17日（月･祝）
時間

心肺蘇生法及びAEDの使用方法、傷病者管理法、
外傷の手当、搬送法を学ぶ

上級救命講習

場所期日
戸倉上山田消防署午前８時～午後５時

１月19日（金）
１月26日（金）
２月  ２日（金）

時間

救命に必要な知識、実技、指導要領を学ぶ
講 習 時 間　３日間（下記日程全ての受講が必要）
テキスト代　3,400円（税抜き）

応急手当普及員講習Ⅰ

場所期日

戸倉上山田消防署
各日とも

　午前８時30分
～午後５時30分

坂城町公共施設等総合管理計画を策定しました
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保健センター

☎82－3111（内線
511）

　
そ
も
そ
も
我
々
国
民
の
責
務
と
し

て
、「
国
民
は
、
健
康
な
生
活
習
慣

の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を

深
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
ら
の

健
康
状
態
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

健
康
の
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
健
康
増
進
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
健
康
の
増
進
の

た
め
に
、
健
康
診
査
を
国
民
全
員
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
肥
満
者
や
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
は
増
え
続
け
、
た
だ

健
診
を
受
け
る
だ
け
で
は
効
果
が
な

く
、
医
療
費
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
更
な
る
健

診
や
保
健
指
導
の
徹
底
が
必
要
と
さ

れ
、
平
成
20
年
に
『
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
』
で
「
医
療

保
険
者
は
、
40
歳
以
上
の
加
入
者

に
対
し
、
特
定
健
康
診
査
を
行
う

も
の
と
す
る
。」
と
定
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
個
人
や
そ
れ

ぞ
れ
の
会
社
な
ど
で
実
施
し
て
い
た

健
診
を
、
医
療
保
険
者
が
行
い
、
医

療
費
デ
ー
タ
と
あ
わ
せ
て
健
診
デ
ー

タ
も
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
現
状
分
析
・

評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
健
診
や

保
健
指
導
の
徹
底
を
行
う
の
が
特
定

健
診
で
す
。

㊟
特
定
健
診
の
受
診
方
法
は
、
各

医
療
保
険
者
毎
に
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　保
健
補
導
員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
の

健
診
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
が
終
了
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
も
多
く
の
方
々
に
ご
提
出
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　そ
の
健
診
申
込
書
の
健
診
項
目
の
中
に
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）

が
あ
る
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
そ
も
そ
も
特
定
健
診
は
な
ぜ
行
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
ご
存
知
で
す
か
？

自分の健康を守る責任は
ご自身です！

そのお手伝いをするのが
特定健診です！

40歳以上の方は全員、特
定健診の対象です！

ぜひみなさん特定健診を
お受けください。

　
坂
城
町
有
線
放
送
電
話
で
は
、
通

話
機
能
の
み
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

町
内
全
域
に
お
い
て
運
用
を
終
了
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
放
送
、
定
時
放
送
な

ど
の
放
送
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
宅
内
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す（
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
）。
ま
た
、
有
線
放
送
回
線

を
使
用
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

き
ま
し
て
も
利
用
可
能
で
す（
プ
ロ
バ

イ
ダ
は
ジ
ャ
ニ
ス
の
み
）。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

　
坂
城
町
有
線
放
送
電
話

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

　
４
月
１
日
か
ら
、
柄
沢
幸
子
さ

ん
が
新
た
に
民
生
児
童
委
員
と
し

て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

任
期
　
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で

担
当
地
区
　
上
五
明
下
西
、
上
本

道
、
五
明
上
手

連
絡
先
　
☎
８
２―

３
９
３
２

　
町
内
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員

名
簿
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

民生児童委員に
柄沢幸子さんが
委嘱されました

４
月
か
ら
通
話
機
能
の

運
用
を
終
了
し
ま
す

坂
城
町
有
線
放
送
電
話

会計室　　　☎75－6203
住民環境課　☎75－6204
福祉健康課　☎75－6205
総務課（税務）　☎75－6206
産業振興課　☎75－6207
建設課　　　☎75－6208
学校教育係　☎75－6209
総務課（総務）　☎75－6210
企画政策課　☎75－6211
土地開発公社　☎75－6212
議会事務局　☎75－6213
保健センター　☎75－6230

　
町
で
は
、
利
便
性
向
上
の
た
め
、

役
場
各
課
等
に
直
接
つ
な
が
る
電
話

番
号
を
新
し
く
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　
お
か
け
に
な
り
た
い
課
等
が
決

ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
直
通
電
話
番

号
に
お
か
け
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
電
話
を
お
繋
ぎ
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
代
表
番
号（
☎
８
２

―

３
１
１
１
）に
お
電
話
い
た
だ
け

れ
ば
、
内
容
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

対
応
す
る
課
等
に
繋
が
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

役場庁舎各課等への
直通電話を開設しました

直通電話番号
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
、
５
月
１

日（
月
）に
指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し

ま
す
の
で
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
全
期
前
納
で
口
座
振
替
を

さ
れ
て
い
る
場
合
、
５
月
１
日
に
振

替
が
で
き
な
い
と
、
再
振
替
時
か
ら

自
動
的
に
期
別
納
入
に
変
わ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
４
月
20
日（
木
）ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
坂
城
駅
及
び
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
の

指
定
駐
輪
場
の
利
用
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
破

損
・
盗
難
な
ど
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

指
定
駐
輪
場
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

利
用
料
金

・
自
転
車
　
２
０
０
０
円
／
年

・
原
動
機
付
自
転
車
　
３
０
０
０
円
／
年

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
駅
前
観
光
案
内
所

　（
有
）信
州
観
光
バ
ス

　
坂
城
町
大
字
坂
城
６
３
９
７―

３
９

　
☎
８
２―

２
１
２
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

２
１
１
３

　
営
業
時
間

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　※

日
曜
・
祝
日
休
業

　
４
月
は
、
野
外
で
の
作
業
に
適
し

た
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
山
林
へ
の
出

入
り
が
多
く
な
る
時
期
と
重
な
り
、

年
間
の
山
火
事
発
生
件
数
の
半
分
以

上
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
不
注
意

な
ど
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

近
年
、
家
の
庭
先
や
田
畑
の
周
り
で

の
た
き
火
や
タ
バ
コ
の
不
始
末
か
ら

山
林
に
燃
え
広
が
る
事
例
な
ど
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
共
通
の
財

産
で
あ
る
緑
の
森
林
を
守
る
た
め
、

山
火
事
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
５
５
）

期
間
　
５
月
16
日
〜
８
月
10
日

場
所
　
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
住
吉
校

　
　
　（
上
田
市
住
吉
１―

７
）

費
用
　
受
講
料
無
料

※

教
科
書
代
実
費
・
補
講
有
料

定
員
　
求
職
者
20
名

申
込
期
限

　４
月
17
日（
月
）ま
で

申
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
篠
ノ
井
訓
練

窓
口
へ
受
講
申
込
書
を
提
出

選
考
会
　
４
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
Ｊ
Ａ
な
が
の 

ち
く
ま
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

定
年
帰
農
・
女
性
農
業
者
・
新
規

就
農
者
な
ど
、
多
様
な
担
い
手
の
育

成
に
向
け
、
農
業
に
関
心
の
あ
る
方

を
対
象
に
ア
グ
リ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を

更
に
充
実
し
、
第
11
期
生
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
１
期
２

か
年
で
、「
農
業
の
基
礎
か
ら
生
産

販
売
ま
で
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

コ
ー
ス

(1) 
果
樹…

り
ん
ご
・
も
も
コ
ー
ス

　
　
　
　 
ぶ
ど
う
コ
ー
ス

(2) 

花
き
コ
ー
ス

(3) 

野
菜
コ
ー
ス

受
講
料
　
無
料

※

内
容
に
よ
り
実
費
負
担
あ
り

申
込
期
限
　
４
月
25
日（
火
）ま
で

※

締
切
後
も
希
望
に
よ
り
随
時
受
付

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
な
が
の 

ち
く
ま
営
農
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
６
１―

０
１
８
０

　
更
埴
地
区
老
人
大
学
で
は
、
平
成

29
年
度
の
学
生
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

募
集
締
切
　
４
月
20
日（
木
）

※

入
学
願
書
は
、
福
祉
健
康
課
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
千
曲
川
の
美
し
い
景
観
を
守
る
た

め
、
今
年
も
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
勢

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
〜
９
時

　
　
　（
受
付
６
時
45
分
〜
）

　
　
　※

雨
天
中
止

集
合
場
所

・
埴
科
頭
首
工

・
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
駐
車
場

（
河
川
敷
内
）

・
鼠
橋
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

持
ち
物
　
軍
手
な
ど

服
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

固
定
資
産
税（
全
期
・
第
１
期
）

納
期
限
は
５
月
１
日（
月
）
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新
緑
の
木
漏
れ
日
の
中
で
、
日
本

の
伝
統
的
な
文
化
を
体
験
す
る
「
文

化
の
館  

春
の
合
同
茶
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
作
法
に
つ
い
て

も
や
さ
し
く
手
ほ
ど
き
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
29
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
文
化
の
館

　
　
　
茶
室
及
び
野
点
場

内
容
　
本
席 …

表
千
家

　
　
　
野
点
席 …

裏
千
家

参
加
費
　
前
売
り
券  

１
０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
　  

１
２
０
０
円

※

前
売
り
券
は
、
生
涯
学
習
係（
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）及
び
坂
城
町
茶

道
協
会
に
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
長
野
地
区
に
居
住
す
る
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
27
日（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所
　
長
野
市
営
長
野
運
動
公
園
他

競
技
種
目
　

【
個
人
競
技
】

１
０
０
ｍ
走
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど

【
団
体
競
技
】

２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど

※

そ
の
他
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
４
月
10
日（
月
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
キ
ッ

ズ
大
集
合
！ 

お
友
だ
ち
と
一
緒
に
体

育
館
で
軽
い
運
動
や
、
楽
し
い
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
仲
良
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
平
成
29
年
５
月
10
日
か
ら

　
　
　
平
成
30
年
３
月
７
日
ま
で

　
　
　
水
曜
日（
年
間
30
回
）

　
　
　
午
後
４
時
30
時
〜
５
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

体
育
館

指
導
者
　
長
野
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
講
師

参
加
費
　
１
５
０
０
０
円

対
象
　
３
〜
５
歳
児

定
員
　
30
名（
３
歳
児
は
若
干
名
と

な
り
ま
す
）

申
込
　
４
月
６
日（
木
）か
ら
受
付
け

ま
す
の
で
、
参
加
費
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
を
通
じ
て
、
身

体
的
・
感
覚
的
・
知
的
に
優
れ
た
子

ど
も
を
育
て
る
楽
し
い
教
室
で
す
。

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
平
成
29
年
５
月
10
日
か
ら

　
　
　
平
成
30
年
２
月
21
日
ま
で

　
　
　
水
曜
日（
年
間
40
回
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

指
導
者
　
中
沢
敏
江
さ
ん

参
加
費
　
８
０
０
０
円

定
員
　
20
組

対
象
　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
児
と

そ
の
保
護
者

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
湯
さ
ん
館
で
は
、
東
信
よ
し
だ

内
科
の
吉
田
智
彦
先
生
の
ご
協
力

に
よ
り
、「
第
１
期
い
き
い
き
水
中

健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
陸

上
で
の
運
動
に
比
べ
て
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
水
中
運
動
で
気
軽
に

健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
４
月
18
日
〜
６
月
20
日

　
　
　
火
曜
日  

全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

内
容
　
水
中
運
動
、
最
終
日
に
東

信
よ
し
だ
内
科
で
健
康
相

談
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

※

オ
プ
シ
ョ
ン
に
て
ス
ト
レ
ッ
チ
も

あ
り
ま
す（
全
５
回  

１
０
０
０
円
）

申
込
締
切
　
４
月
14
日（
金
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
８
１―

７
０
０
０

　初めて手話を学ぶ方を対象に、聴覚障がい者の生
活、福祉制度の理解を深めながら、日常会話に必要な
手話の語彙や表現技術を身に付けていただく講座で
す。多くの方の受講をお待ちしています。

日　程　平成29年５月18日～平成30年２月15日
　　　　木曜日　全36回
　　　　※日程の詳細は、町ホームページに掲載
時　間　午後７時～９時
場　所　千曲市役所 戸倉庁舎　４階 会議室
内　容　講義及び手話による表現・基本文法など
対象者　手話の習得により地域の聴覚障がい者と関わ

りをもって活動する意欲のある町内在住また
は在勤の方（高校生以上）

受講料　テキスト代　3,240円
定　員　20人（多数の場合は抽選となります。）
申込み　４月28日（金）締切
　　　　★福祉健康課窓口、または、町ホームページ

からダウンロードした申込用紙に必要事項
を記入のうえ、持参・郵送・FAX・メール
で、下記までお申込みください。

◎申込・問い合わせ先　福祉健康課福祉係
　　　　☎82－3111（内線132・136）　FAX82－8307
　　　　メール  hukusi@town.sakaki.nagano.jp
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マ
ナ
ー
と
は
堅
苦
し
い
決
ま
り
ご
と
で
は
な
く
、
他
の
人
の

こ
と
を
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
が
行
い
と
な
っ
て
表
れ
る
も

の
で
す
。
食
事
の
マ
ナ
ー
も
同
じ
で
す
。
み
ん
な
が
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
食
事
の

マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
　『
６
年
生
か
ら
の
思
い
を
引
き
継
い
で
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
井
　
日
和

　
６
年
生
と
の
委
員
会
の
引
き
継
ぎ
が
あ
り
ま
し

た
。
放
送
委
員
会
は
企
画
が
多
い
の
で
、
説
明
だ

け
で
は
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
前
委
員
長
の
６
年
生
が
丁
寧
に

何
度
も
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
委

員
会
を
運
営
し
て
い
く
上
で
大
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　「
ま
わ
り
が
支
え
て
く
れ
る
か
ら
、
ミ
ス
を
し
て

も
こ
れ
か
ら
を
考
え
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
。」
６
年
生

の
思
い
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
て
来

年
度
へ
の
自
信
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
私

も
６
年
生
の
よ
う
に
、

す
て
き
な
坂
城
小
学

校
を
作
る
一
員
に

な
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　『
心
が
一
つ
に
な
っ
た
６
年
生
を
送
る
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
山
　
凜

　
５
年
生
み
ん
な
が
協
力
し

て
準
備
し
て
き
た
「
６
年
生

を
送
る
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
お
花
の
ア
ー
チ
で

６
年
生
を
迎
え
ま
し
た
。

６
年
生
の
皆
さ
ん
は
お
立
ち

台
に
乗
っ
て
色
々
な
ポ
ー
ズ

を
決
め
て
い
て
か
っ
こ
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
学
年
ご
と
の
発
表
は
ど
れ
も

面
白
く
て
、
楽
し
い
発
表
で
し
た
。
特
に
、
６
年

生
の
発
表
は
、
感
謝
の
気
持
ち
と
未
来
に
羽
ば
た

く
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
す
ご
く
感

動
し
ま
し
た
。
さ
す
が
６
年
生
で
す
。

　
５
年
生
の
私
た
ち
の
発
表
に
も
あ
っ
た
よ
う
に

「
６
年
生
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
準
備
を

や
っ
て
き
て
、
学
年
が
一
つ
に
な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎82-2008

坂城小学校　５年生
「６年生の卒業を迎えて」

正しく持つと食べや
すく、食べる姿も美し
くなります。

苦手なものでも、ひ
と口は食べてみるよ
うにしましょう。

口に入れた食べ物が飛
び散ると、周りの人が
いやな気持になります。

きちんと席について
座って食べましょう。

汚い話は避け、食事が
楽しく、おいしくなるよ
うな話をしましょう。

みんなで楽しく食べ
ると、食事がいっそう
おいしくなります。

　暗くなると、ドライバーから歩行
者や自転車が見えにくくなります。
夕暮れから夜間に外出する際、歩行
者や自転車に乗る方は、明るい色の
服装と、夜光反射材やライトなどを
使用し、ドライ
バーに自分の存
在をアピールし
ましょう。

　シートベルトとチャイルドシート
は命綱です。後部座席を含めた全て
の座席で正しく着用しましょう。

　飲酒運転は重大事故の原因とな
り、被害者の人生を奪う悪質で危険
な犯罪です。職場・地域・家族が協
力して飲酒運転を「しない」「させな
い」を徹底しましょう。
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４月
２日（日）

９日（日）

16 日（日）

23 日（日）

29 日（土）

30 日（日）

村上堂大井クリニック
もみのき内科クリニック
大塚歯科クリニック

かいぬま耳鼻咽喉科医院
千曲中央病院
青木歯科医院

長野寿光会上山田病院
島谷医院
若林歯科医院

市川内科医院
稲荷山医療福祉センター
あかいけ歯科クリニック

中島産婦人科小児科
千曲中央病院
竹内歯科医院

みやばやし小児科アレルギー科
坂口整形外科
近藤歯科医院

【 網 掛 】
【千曲市寂蒔】
【千曲市上山田温泉】

【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市八幡】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市杭瀬下】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市野高場】
【 鼠 】

【千曲市上山田温泉】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市屋代】

【千曲市上徳間】
【千曲市屋代】
【 中 之 条 】

☎81-3131
☎(026)272-3610
☎(026)276-5508

☎(026)275-3341
☎(026)273-1212
☎(026)272-1335

☎(026)275-1581
☎(026)273-1201
☎(026)273-0103

☎(026)275-5515
☎(026)272-1435
☎81-3377

☎(026)275-0111
☎(026)273-1212
☎(026)273-4500

☎(026)261-5221
☎(026)273-8680
☎82-5121

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

２日（日）、16 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成28年12月生

平成28年９月生

平成28年６月生

平成28年２月生～３月生

平成27年８月生～９月生

受　付　日　時

21日（金）午後１時

18日（火）午前９時

12日（水）午前９時

14日（金）午後１時

■平成28年２月分　180.16ｔ
■平成29年２月分　158.26ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（月） 午前９時30分～11時
20日（木） 午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。
（ただし、当日受付が可能な場合あり）

17日（月） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 19日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、４月11日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）】へお申込みくだ
さい。

12日（水）、26日（水）
午後１時30分～４時
役場第５会議室（３階）

障がい者（児）
相 談

８日（土）
午前９時～正午
文化センター相談室

社 協
結婚相談

8,000 円
7 年リース

月 リ々ース料
（税別）

環境車検ではエンジン内を洗浄することで燃費と加速が良くなります。
更に排気ガスがキレイになるので環境にも優しいんです！
お得な立ち合い車検も好評実施中ですのでお気軽にお問合せ下さい。
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２日（日）

９日（日）

11日（火）

12日（水）

16日（日）

19日（水）

23日（日）

26日（水）

27日（木）

30日（日）

楽しい民話

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

楽しい民話

こちら119番

楽しい民話

明るい消費生活

川　柳

楽しい民話

一寸法師
旭ヶ丘　中村秀子さん

峠の石地蔵狸
込山　岡田由貴子さん

交通事故防止
坂城町交番

確定申告が間違っていた時
上田税務署

牛に引かれて善光寺参り
金井　青木典子さん

林野火災の防止
消防署

門太夫やしきのおじいさんぎつね
鼠　玉井かつ子さん

最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

ＪＡビビット文壇
選者　小宮山正雄さん

ねずみ浄土
北日名　春日秀子さん

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後５時 30 分

◎問い合わせ先
　有線本部　☎82－3111（内線 222）

平成29年３月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,059世帯（－  2）
人　口： 15,188人    （－28）
　男　：  7,480人　（－13）
　女　：  7,708人　（－15）

件　数：　　10件
累　計：　　18件　（＋  9）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（－  1）
負傷者：　　11人
累　計：　　21人　（＋10）

平成29年２月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館土
１
８
15
22
29

金
　
７
14
21
28

☆児童図書
・ネコの家庭教師
　（作：南部和也　絵：さとう  あや／福音館書店）
・はじめてのオーケストラ
　（作：佐渡  裕　著・絵：はた  こうしろう／小学館）
・おもしろい！料理の科学
　（著：平松サリー／講談社）

☆一般図書
・寝かしつけまとめ。──０～３才、300万人ママの寝不足解消
　（編：主婦の友社／主婦の友社）
・信州の縄文時代が実はすごかったという本
　（著：藤森英二／信濃毎日新聞社）
・がんで死ぬ県、死なない県──なぜ格差が生まれるのか
　（著：松田智大／ＮＨＫ出版新書）

水
　
５
12
19
26

木
　
６
13
20
27

日
　
２
９
16

月
　
３
10
17
24

火
　
４
11
18
25

☆おはなし会　午前 11 時～
　８日（土）２階・集会室　　22 日（土）１階・畳スペース
☆点字・点訳講座　午後２時～
　４日（火）、18 日（火）　講師：山口静枝さん

２月には、一般書200冊、児童書72冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

おかあさんの扉６ ── ピッカピカです六歳児
（著：伊藤理佐／オレンジページ）

　長女の誕生から描き続けた子育てコミッ
クエッセイがついに６冊目。娘のあーこ
ちゃんも小学校入学。４コマ漫画が何気な
い日常を切り取ります。夫の吉田戦車さん
のエッセイも面白い。町立図書館では、他
にも、子育てコミックエッセイを揃えてい
ます。新着図書の棚をのぞいてみてくださ
い。

☆おすすめの本

23 30
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長
野
大
学
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

部 

松
下
ゼ
ミ
の
１
年
生
15
名（
３

月
時
点
）が
、
平
成
28
年
度
後
期

の
活
動
と
し
て
、
坂
城
町
の
活
性

化
を
考
え
る
、
魅
力
発
見
ま
ち
歩

き
を
行
い
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『
さ

か
き
さ
ん
ぽ  

長
野
大
生
に
よ
る

坂
城
の
魅
力
発
見
』
を
発
行
。
２

月
15
日（
水
）、
役
場
講
堂
で
活
動

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
昨
年
の
秋
頃
か

ら
５
名
ず
つ
「
自
然
・
景
観
チ
ー

ム
」「
歴
史
・
町
並
み
チ
ー
ム
」「
食

べ
物
・
お
店
チ
ー
ム
」
に
分
か
れ
、

約
３
か
月
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
若
者
目
線
で
町
内
の
取
材
や
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
然
・
景
観
チ
ー
ム
は
、
び
ん

ぐ
し
湯
さ
ん
館
、
さ
か
き
千
曲
川

バ
ラ
公
園
、
和
平
高
原
の
ほ
か
、

路
地
や
冷
泉
・
甘
泉
な
ど
、
普
段

あ
ま
り
目
を
引
か
な
い
場
所
に
も

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
取
材
し
ま
し

た
。

　
歴
史
・
町
並
み
チ
ー
ム
は
、
村

上
義
清
や
旧
北
国
街
道
、
苅
屋
原

の
七
不
思
議
、
石
碑
を
取
材
し
た

ほ
か
、
坂
木
宿
ふ
れ
あ
い
ガ
イ
ド

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
古
民
家（
旧
山

浦
邸
）の
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

　
食
べ
物
・
お
店
チ
ー
ム
は
、
ま

ち
歩
き
を
し
た
中
で
気
に
な
っ
た

店
舗
を
取
材
し
、
店
主
の
皆
さ
ん

に
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
店
や
商
品
・
メ
ニ
ュ
ー
の
魅
力

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
が
坂
城
町
を
初
め
て

訪
れ
る
学
生
た
ち
で
し
た
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
な
坂
城
町
の
新
た

な
魅
力
を
、
若
者
の
感
性
で
発
見

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長野大学生が坂城町の魅力を発見

坂城小学校学有林50周年記念

児童がブックエンドを作成
町スポーツ推進委員会 小林浩幸副会長

文部科学大臣表彰を受賞
　
坂
城
小
学
校
で
は
、
児
童
が
森

林
で
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
自
然

を
敬
い
、
仲
間
と
協
力
す
る
心
を

育
む
た
め
の
学
有
林
活
動
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、

そ
の
活
動
が
50
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
学
有
林
の
木
か
ら

ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
作
り
ま
し
た
。

　
６
年
生（
３
月
時
点
）の
池
田
歩

未
さ
ん
と
内
山
み
な
美
さ
ん
は
、

「
や
す
り
で
磨
く
の
が
と
て
も
大

変
で
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
小

林
浩
幸
副
会
長
が
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
功
労
者
と
し
て
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら

27
年
間
に
わ
た
っ
て
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・
振
興
の
た
め

に
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
林
さ
ん
は
「
と
て
も
い
い
仲

間
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
陰
な
が

ら
応
援
し
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
く
の
方
が
で
き
る
よ
う
な

幅
広
い
分
野
の
ス
ポ
ー
ツ
も
普
及

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

▲左から、山村町長、小林浩幸さん

▲左から、山村町長、内山みな美さん、池
田歩未さん、大池教頭先生、宮﨑教育長

フリーペーパー『さかきさんぽ』を発行

▶『
さ
か
き
さ
ん
ぽ
』

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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